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D/Cモザイク型毒素を産生する Clostridium botulinum

による牛ボツリヌス症の 1例
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要　　　　　約

2022年 10月に 3頭の肉用繁殖雌牛が起立不能，流涎，第一胃運動停止，排便停止及び低体温を呈して死亡した．ボ
ツリヌス毒素検査の結果，発症牛の消化管内容物と畜舎内のカラスの糞の培養液から D型ボツリヌス毒素と D/Cモザ
イク毒素遺伝子が検出された．病理組織学的検査では，発症牛の第一胃と心臓に壊死性血管炎が認められた．疫学調査，
臨床所見及びボツリヌス毒素検査の結果から，本症例は D/Cモザイク毒素遺伝子を産生する Clostridium botulinum

による牛ボツリヌス症と診断された．発症牛はカラスの糞に含まれるボツリヌス菌の芽胞を摂取して発症したと考えら
れた．当該農場では発症予防としてボツリヌスワクチンの接種と防鳥ネットの設置を実施した．本症の発生予防には農
場の清掃と消毒に加えて野生動物の侵入防止対策が重要である．
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